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バチカンはなぜ⼒を持っているのか 精神的⽀えだけでなく情報網、そして政治⼒ 
 
バチカン（ローマ法王）はなぜ⼒を持っているのか。⽇本経済新聞による解説によると、 
 
⼤国も顔負けの情報収集⼒（世界の隅々に渡るネットワーク） 
⻑い伝統と経験に裏打ちされた外交官の能⼒の⾼さ 
 
この解説には何かが不⾜しているような気がします。最近は無神論者が増え、実⽣活におけ
る宗教の重みも減じたとはいえ、やはりキリスト教は全世界において（ある程度は）精神的
⽀柱の位置を占めているのではないでしょうか。 
 
国際政治はモノの損得、国⼟を取ったり取られたり、あるいは利権を争ったりの世界ですが、
そこに精神という異質な世界、バチカン王国（法王国）が存在するわけです。世界の国やそ
こに住む⼈々の価値観は⼤きく異なりますが、キリストへの信仰では世界帝国ともいうべ
き世界が作り上げられています。そこにバチカンの強みがあるのではないでしょうか。キリ
スト教徒でない多くの⽇本⼈でも、不思議とローマ法王には⼀⽬置いています。 
 

 


